
校名

校長名

日時

次回の会議日程

令和５年　11月17日（金）16：00～

出席者(学校） 中原光子校長、　山下尚紀教頭、　宮野淳一首席、　城台指導教諭

傍聴者 無し

議題等(次第順）
１　校長挨拶
２　会長選任
３　協議・報告
　　(1)  卒業生の進路状況について
　　(2)  令和５年度　学校経営計画について
　　(3)  スクール・ポリシーについて
　　(4)　その他（教科書選定の経過報告）

＜進路状況について＞
・昨年度はここ10年で２番めに良い結果。第一志望を変えずに最後までがんばった結果。
(委員)苦しい状況の中、よくがんばっている。

＜学校経営計画について＞
・ICT環境はどうなっているか。
(回答)アクセスポイントの整備が進んだ。ICTを活用する教員が増えている。ICT委員会のおかげでストレスなく使えている。
・一人一台端末の使用状況はどうか。
(回答)かなり活用している。使い方も多様化している。
・ICT委員会では研修等は実施しているか。
(回答)ICTの活用等の研修を実施予定。テスト採点ソフトも２学期から変更になるので、ICT委員会を中心に対応する。
・生成AIの活用についての考えは。
(回答)府ではまだガイドラインができていない。教員が個人で使用するときは個人情報
・生徒の課題に対して、生成AIがどんな答えを出すのか予め見ておく
・かなり誤情報が多いので、そのことを生徒に意識させるのが大切等、生成AIを懸念する意見。

＜スクール・ポリシーについて＞
・カリキュラム・ポリシーの中に、異文化理解の内容を強調してもいいのではないか。
(回答)検討する。
・今後のスケジュールはどうなっている。
(回答)教職員から意見を聴取し、８月中にまとめる
・このポリシーを用いて生徒にルーブリック等を提示する予定は？
(回答)現状は考えていない。
・働き方改革との兼ね合いを考えながら、やれることをやっていければよのではないか。
　
＜教科書選定について＞
・経過状況について了とする。引き続き、公正な採択をするように。

 ＜部活動の今後について＞
・教員の部活動に対する考え方が多様化している。部活動でしか得られない学びや成長は大きい。教員一人一人の負担が減るような形が
実現できればよいのではないか。
・教員の長所ややりがいを管理職が引き出してもらえれば。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
(資料1)令和５年度　学校経営計画
(資料2)２０２３年度大学別合格者数及び進学者数
(資料3)スクールポリシー(案)

備考

大阪府立豊中高等学校　校長室

出席者(委員）

開催場所

山﨑彰委員、　須賀寅充委員、　後藤崇志委員

浅田勝利委員、　田中明美委員、　秋山馨澄委員

大阪府立豊中高等学校　学校運営協議会　議事録

府立豊中高等学校

中原　光子

開催日時 令和　５年　７月　１４日（金）　16:00～17:30　　



会場 大阪府立豊中高等学校　校長室


